
の
西

に
あ
る

山
で
、
淡
窓

の
記
す

よ
う

に

「
山
高

キ

ニ
非
ザ

レ
ド

モ
」
眺

望
優

れ
た
山

で
あ

る
。

六

そ
の
他
日
田
周
辺

以
上
、
淡
窓
・
成
宜
園
に
お
け
る
放
学
と
遊
山
、

そ
し

て
参

詣

の
関

係
地
を

見

て
き

た
が
、

こ
の
ほ

か
に
も
特
記
す
べ
き
所
が
散
見
す
る
。

鞍
形
尾
神
社

（
図
1
・

59
）

天
保

二
年

（

一
八

三

一
）

・

二
月
四
日
。
仲
平
、
謙
吉
、
及
門
生
三
十
余

人
ヲ
携

へ
テ
馬
鞍

山

二
遊

フ
。

俗

ニ
ク
ラ
カ

タ

ヲ
ト
称

ス

ル
モ
ノ
ナ

リ
。
家

ヲ
去

ル

コ
ト

一
里
半
、
路
甚
夕
険
ナ
ラ
ツ
。
眺
望
叉
佳
ナ

リ
。
終

日

ニ
シ
テ
帰

レ
リ
。

此
山
、

朝
夕
観

望

ス

ル
所

ナ

レ
ト

モ
、
往

イ

テ
遊

フ

コ
ト

ハ
、

此

二
始

マ

レ
リ

。

鞍
形
尾
神
社
は
玖
珠
川
を
さ
か
の
ぼ

つ
た
馬
原

の
山
中

に
あ

る
。

こ
の
神
社

は
前
述

の
よ
う

に
大

原
八
幡
神
社

の
淵
源
に
か
か
る
伝
承
が
あ
り
、
天

武
天
皇
九
年

（
六
八
〇
）
、
靭
負
郷
岩
松
峰

（
日

田
市
天
瀬
町
金
場
の
北
）
に
宇
佐
の
鷹

の
居
の
社

に
い
ま
す
神
と
名
乗
る
神
が
現
れ
、
社

（
鞍
形
尾

の
宮
）
を
建

て
て
祀

っ
た
と
伝
え
る
。

・
九

月
十
八

日
。
先
考

二
陪

シ
テ
山

二
遊

フ
。
伊
織

、
仲
平

、
謙
吉

、
鉄
之
助

ヨ
リ

シ
テ
、

家
人
皆
往
ケ
リ
。
合

シ
テ
二
十
余
人
ナ
リ
。
諸
生

ハ
政
太
郎
、
藤
平
、
予

二
従

ヘ

リ
。
中
尾
村

二
至
り
、
松
林

ノ
中

二
於
イ
テ
座
ヲ
設
ケ
、
席
ヲ
張
り
行
厨
ヲ
開
ク
。

叉
火

ヲ
燃

シ
テ
飯

ヲ
炊

キ
、
茶

ヲ
烹

レ
リ
。

中
尾
村
は
、
慈
眼
山
の
東
方
、
有

田
川

の
左
岸
に
あ
る
。

こ
こ
で
行
厨
に
あ
た
り
、

「
火

ヲ
燃

シ
テ
飯

ヲ
炊

キ
、
茶

ヲ
烹

レ
リ
。
」
と
あ

る

の
は
興
味
深

い
。

尾
力
瀬

（
図
1
・
58
）

天
保
七
年

（

一
八
三
六
）

・
三
月
十
三
日
。
久
兵
衛
力
誘

二
因
ツ
テ
、
尾
力
瀬

二
遊

フ
。
謙
吉
、
来
真
、
直
次
、

守

一
、
文
董
、
鉄
之
介
従
行
。
（
略
）
尾
力
瀬

ハ
上
堰

ノ
東

ニ
ア
リ
。
昔
年
新
渠

ノ
役

ア

ル
時

、
先

考

二
陪

シ
テ

一
ヒ
往

ケ
リ
。

今

叉
十

四
年

ニ
シ
テ
再
遊

セ
リ
。

近
年
久

兵
衛
、

渠
上

二
酪
酸

ヲ
栽

ル

コ
ト
三

百
余
歩

ナ
リ
。
近

来
花
盛

二
開

ク
ヲ

以

テ
、
行

イ

テ
見

ル
ナ

リ
。
厩
舎

二
於

テ
行

厨

ヲ
開

ク
。

既

ニ
シ
テ
舟

ニ
ノ
リ
、

川
上

二
遡
洞

ス
ル
者
、

七
八

町
ナ
リ
。

2 7

中
尾
村

天
保

三
年

（

一
八
三
三

）

鞍形尾神社

小ヶ瀬井手取水 口


